


ショートカットキーとは？

Windows編

1 全選択

2 コピー

3 ペースト

4 切り取り

5 一つ前に戻る

6 一つ前に進む

7 上書き保存

8 デスクトップを表示

9 ブラウザ更新

10 検索

11 直前に閉じたタブを開く

⇒　通常、マウスで操作する命令などを、キーボードの特定のキーの簡単な組み合わせで実
行する機能です。ショートカットキーを使うことによってクリック数などが減るため作業効率が
あがります。

最低限これだけは知っておきたいショートカットキー一覧

あらゆるソフトで使えます。くせづけておけば突然のフリーズにも困りません。

いろんなところで使えます。失敗した時は必ず試してみましょう。

ひとつ前に戻るのをやり直す＝一つ前に進みたいときです。これもよく使います。

ブラウザとかソフトとか沢山ひらいていても一瞬でデスクトップを表示できます。

テキスト全部を消したい時やコピーしたい時に。

[Ctrl]　＋　A 

[windows]　＋　D

[Ctrl]　＋　S 

[Ctrl]　＋ [Shift] ＋　Z 

[Ctrl]　＋　Z

[Ctrl]　＋　X 

コピーじゃなくて切り取りしたい時に。

コピーしたものや切り取ったものをはりつけます。

[Ctrl]　＋　V

URLやパスワードや長文などは全てコピーしてしまいましょう。

[Ctrl]　＋　C 

[Ctrl]　＋ [Shift] ＋　T 

[Ctrl]　＋　F

F5

インターネットの画像の読み込みに失敗した時や接続が切れた時に使います。

あらゆる場所で使えます。キーワードをいれるとそのキーワードの場所に飛びます。

間違えてブラウザのタブを閉じてしまった場合によく使います。



12 強制終了（タスクマネージャーを開く）

13 拡大

14 縮小

15 実寸大（１００％表示）

[Ctrl]　＋　下にスクロール

[Ctrl]　＋　０（ゼロ）

拡大、縮小して元のサイズに戻したい、という時はこのキーで一発です。

[Ctrl]　＋　[Alt]  ＋ [DEL] 

パソコンがフリーズしてしまった時にこのキーから強制終了させることができます。

インターネットやPDFで文字が小さくて見づらい時などに頻繁に使います。

拡大を戻す時、縮小したい時には逆にスクロールします。

[Ctrl]　＋　上にスクロール




